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よき経営者をめざすものの団体
東法連提唱「社会貢献」一人ひとりの力は小さくても
みんなの自覚をもって一人ひとつできることから

荻窪法人会は荻窪税務署管内の法人企業の有志が集う会です
法人会は“よき経営者をめざすものの団体”がスローガンですが“地域に根ざした社会貢献”にも力を注いでいます
この荻窪法人会の広報誌はどなたでも無料購読できます

www.ogikubohojinkai.jp
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18 令和7年 全法連 税制セミナー参加のご報告
税理士 小林誉光
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●源泉部会
●第3ブロック
●第4ブロック

23 柴田会長 国税庁長官表彰 受彰祝賀会
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よき経 営 者をめざすものの団 体  それが法 人 会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者の皆さんを支援
する全国組織、それが法人会です。現在、約 82 万社の会員企業、41都道県に 441の単位会を擁する団体として大きく発
展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さまざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリー
ダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活
動を積極的に行っています。健全な納税者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

表紙について

荻外荘（てきがいそう）は、東京都杉並区荻窪にある歴史
的な邸宅で、昭和初期に建設されました。元内閣総理大
臣・近衛文麿の私邸として使用され、戦時中には重要な政
治会談の場となったことで知られています。戦後は民間所
有を経て、杉並区が保存活用を決定。修復を経て2023年
に公園として一般公開されました。現在は、和風庭園や建
築を楽しめるほか、戦前・戦中の政治の舞台となった建築
として、その歴史的価値が再評価されています。

©絵葉書屋



荻
窪
法
人
会
な
ら
で
は
の

会
員
増
強
を

令
和
6
年
度

会
員
増
強
運
動
を
終
え
て
水
島
隆
明 

組
織
委
員
長

支部別加入率（2025 年3月31日現在）

支部 稼動数 会員数 加入率

BLOCK

1
2 140 86 61.4%

3 167 110 65.9%

4 146 88 60.3%

5 69 64 92.8%

計 522 348 66.7%

BLOCK

2
6 148 96 64.9%

7 120 74 61.7%

8 200 94 47.0%

計 468 264 56.4%

BLOCK

3
11 158 97 61.4%

13 59 58 98.3%

14 108 100 92.6%

15 195 161 82.6%

計 520 416 80.0%

BLOCK

4
16 83 59 71.1%

17 78 54 69.2%

18 107 83 77.6%

19 176 115 65.3%

20 135 88 65.2%

計 579 399 68.9%

BLOCK

5
21 70 42 60.0%

22 80 81 101.3%

23 99 63 63.6%

24 126 114 90.5%

25 174 140 80.5%

計 549 440 80.1%

事務局 26 6

合　計 2,638 1,873 71.0%

組
織
委
員
会

荻
窪
法
人
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
よ
り

組
織
委
員
会
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
10
月
か
ら
11
月
の
会
員
増
強
月
間
で
は
9
会
員
の
入

会
で
し
た
が
、
年
間
目
標
の
73
会
員
増
強
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
47

会
員
の
方
々
に
入
会
い
た
だ
き
、
達
成
率
64
％
と
な
り
ま
し
た
。

加
入
率
は
稼
動
法
人
数
2
6
3
8
社
に
対
し
て
71
％
の
加
入
率

と
な
り
、
変
わ
ら
ず
高
い
組
織
率
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ご
入
会
い
た
だ
い
た
皆
様
と
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
会

員
の
皆
様
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
会
員
増
強
月
間
の
は
じ
ま
り
に
あ
た
り
、
①
理
事
1

名
1
社
加
入
推
進
、
②
厚
生
3
社
の
保
険
への
役
員
加
入
率
向

上
、
③
地
域
の
信
金
さ
ん
と
の
情
報
交
換
、
④
新
た
な
福
利
厚

生
サ
ー
ビ
ス
の
ご
提
案
、
の
4
件
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
東
京
法

人
会
連
合
会
の
組
織
委
員
会
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
と
、
会
員

増
強
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
単
位
会
は
こ
の
4
つ
の
う
ち
1
つ
ま

た
は
複
数
の
取
り
組
み
が
出
来
て
い
る
と
こ
ろ
ば
か
り
で
す
。

先
日
、
武
蔵
府
中
法
人
会
の
取
り
組
み
を
お
伺
い
し
ま
し
た

が
、
管
内
を
通
る
京
王
電
鉄
グ
ル
ー
プ
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
京
王
百

貨
店
で
の
お
買
い
物
優
待
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
入
会
メ
リ
ッ
ト

を
取
り
入
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
も
会
員
に
京
王
グ
ル
ー

プ
の
会
社
が
あ
っ
た
こ
と
で
早
期
に
実
現
で
き
た
そ
う
で
す
。
私

た
ち
荻
窪
法
人
会
で
も
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
新
た
な
会
員

増
強
策
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
か

ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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荻
窪
法
人
会
は
、地
域
の
経
済
活
動
の
振
興
や

交
流
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す

会
長
の
あ
い
さ
つ

柴
田
豊
幸
　
荻
窪
法
人
会
会
長

荻
窪
法
人
会 

組
織
委
員
会
主
催
の
「
新
会

員
（
歓
迎
）
会
」
に
ご
参
加
い
た
だ
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
皆
様

に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
荻
窪
税
務
署 

末す
え
や
す安

副
署
長
、
齋
藤
統
括
官
、
斎
藤
審
理
上
席
に

は
公
務
ご
多
用
の
と
こ
ろ
ご
臨
席
い
た
だ
き
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
、
地
域
の
経
済
活
動
の
振
興

や
交
流
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す
。
私
た
ち
の

会
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
皆
様
の
ビ
ジ
ネ
ス
や

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
への
貢
献
が
さ
ら
に
広
が
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
共
に
成

長
し
て
い
く
喜
び
を
共
有
で
き
る
こ
と
を
心
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
荻
窪
法
人
会
で
の

活
動
が
、
皆
様
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
す
よ
う
、
共
に
支
え
合
い
、
励
ま
し
合
い

な
が
ら
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

本
日
の
歓
迎
会
に
は
12
名
の
新
会
員
の
皆

様
が
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま

す
。
新
会
員
の
皆
様
に
は
、
法
人
会
活
動
の
中

で
、
少
し
で
も
皆
様
方
の
会
社
経
営
に
役
立
つ

こ
と
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

又
、
積
極
的
に
法
人
会
の
各
種
行
事
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
法
人
会
を
上
手
く
活
用
し
て
仲
間

作
り
に
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
荻
窪
法
人
会
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
共
に
活
動
し
て
い
く
こ
と
を
心

よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

毎 年、新しく入 会した 会 員 の 方 々 のた め の 研 修（ 歓 迎 ）会 を 開 催し、法 人 会 の 主 旨や 活 動 の 目 的 などを 説 明して 法 人 会 へ の 理 解 を 深 めてもらいます。

新入会員研修（歓迎）会

令和 7 年 3 月18日（火）、法人会 2 階会議室にて恒例であります組織委員会主催「新入会員研修（歓迎）会」が行われました。
来賓には荻窪税務署より末安直貴副署長、齋藤統括官、斎藤審理上席が出席されました。
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法
人
会
の
活
動
は
、税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

来
賓
の
ご
あ
い
さ
つ

末
安
直
貴 

荻
窪
税
務
署 

副
署
長

公
益
社
団
法
人
荻
窪
法
人
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
に
対
し
ま
し
て
深
い

ご
理
解
と
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

荻
窪
法
人
会
は
、「
公
益
社
団
法
人
」
と
し

て
、
正
し
い
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
の
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
会
員
の
皆
様
を
支
援
す
る
た
め
の
各

種
研
修
会
、
税
務
署
と
共
催
で
行
う
説
明
会

な
ど
、
多
彩
な
行
事
を
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
租
税
教

育
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
改
め
て
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
、
荻
窪
法
人
会
は
、
多
く
の
新
し
い

会
員
の
皆
様
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
法
人
会

は
、
異
業
種
の
方
々
の
団
体
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
異
業
種
交
流
を
通
じ
た
人
脈

は
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
無
形
の
財
産
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
の
事
業
が
お
忙
し
い

中
で
の
法
人
会
活
動
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

是
非
、
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
税
の
話
題
と
し
ま
し
て
、
皆
様
も

注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
令

和
７
年
度
の
税
制
改
正
の
中
の
所
得
税
に
つ

い
て
、「
物
価
上
昇
局
面
に
お
け
る
税
負
担
の

調
整
及
び
就
業
調
整
へ
の
対
応
」、
い
わ
ゆ
る

「
1
0
3
万
円
の
壁
」
の
段
階
的
な
引
き
上

げ
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
国
会
で
審
議

中
で
す
の
で
、
確
た
る
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

ま
せ
ん
が
、
従
業
員
の
働
き
方
に
影
響
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
会
社
と
し
ま
し
て
も
、
改
正

案
で
は
年
末
調
整
に
影
響
し
て
く
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
改
正
法
案
が
成
立

し
施
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
荻
窪
税
務
署
で
の

説
明
会
は
も
ち
ろ
ん
、
荻
窪
法
人
会
で
も
説

明
会
を
開
催
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
ご

参
加
い
た
だ
き
、
適
切
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
！

委
員
長
の
あ
い
さ
つ

水
島
隆
明 

組
織
委
員
長

今
年
の
新
入
会
員
研
修（
歓
迎
）会
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
大
変
賑
や
か
な
歓
迎
会
と
な
り

ま
し
た
。
新
入
会
員
の
か
た
11
社
12
名
に
、
会

員
24
名
が
参
加
し
、
荻
窪
税
務
署
か
ら
も
末
安

副
署
長
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
の
皆
様
3
名
に

ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
総
勢
36
名
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
会
冒
頭
は
私
か
ら
荻
窪
法
人
会
の
歴
史

や
組
織
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
後

半
は
新
入
会
員
の
皆
様
に
よ
る
ご
挨
拶
と
自
社

P
R
タ
イ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
近
年
ち
ら
ほ
ら

と
お
見
掛
け
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
本
業

は
継
続
し
つ
つ
副
業
を
始
め
た
方
や
、
様
々
手

掛
け
る
事
業
の
な
か
の
ひ
と
つ
で
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
増
や
し
た
い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
の
変
化
に
伴
い
、
こ

う
し
た
地
域
の
経
済
団
体
への
ニ
ー
ズ
も
徐
々
に

変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
法

人
会
も
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
べ
き

と
も
思
い
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
リ
ス
ト
ラ
ン
テ
・
ド
ラ
マ
テ
ィ
コ
の
重
岡

さ
ん
に
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

お
い
し
い
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。
懇
親
会
も

各
所
で
大
変
盛
り
上
が
り
、
時
間
の
経
過
が
惜

し
ま
れ
る
良
き
歓
迎
会
と
な
り
ま
し
た
。

新 入 会 員 研 修（ 歓 迎 ）会5　



新 入 会 員 研 修（ 歓 迎 ）会

新入会員研修（歓迎）会に
出席された方々

今年も様々な職種の個性豊かな方々が入会いたしました。
ぜひ、法人会に新風を吹き込み、活発な活動を期待いたします。

第 2 ブ ロック  第 6 支 部

Ｍｉｇｒａ合同会社

location 杉並区善福寺1-18-20
phone 090-1555-0980
業種：コンサルティング業

多 田  潤

第 2 ブ ロック  第 8 支 部

（株）ふうけい

location 杉並区西荻北2- 3- 9-6F
phone 090-4613-1959
業種：デザイン業

田 邊  泰 大

第 2 ブ ロック  第 8 支 部

ＨＡＭ(株)

location 杉並区西荻北2-3-9-6F
phone 03-6915-0941
業種：	 コワーキングスペース
	 シェアオフィス事業

佐 藤  仁 美

第 4 ブ ロック  第 2 0 支 部

(株)丸井グループ

location 杉並区宮前4-24-12
phone 090-857-3479
業種：小売業

鈴 木  孝 一
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第 4 ブ ロック  第 2 0 支 部

スタジオエア

location 杉並区久我山5-15-18-201
phone 090-1575-7077
業種：WEBマーケティングコンサ
ルタント

北 野  容 子

第 5 ブ ロック  第 2 3 支 部

榎本・藤本・安藤総合法律
事務所

location 港区元赤坂1-3-9-9F
phone 03-3500-5300
業種：弁護士

安 藤  亮

第 5 ブ ロック  第 2 5 支 部

(株)Community-Based

location 杉並区荻窪5-30- 6-304
phone 03-4400-4808
業種：サービス業

越 山  智 子

第 4 ブ ロック  第 2 0 支 部

フィリップモリスジャパン合同会社

location 千代田区永田町2-11- 
1-22F
phone 03-3509-7850
業種：食品

山 口  裕 二

第 5 ブ ロック  第 2 3 支 部

(株) L inoa loha

location 杉並区上井草1-31-8-202
phone 090-8782-0386
業種：医療関係(リハビリ)

三 浦  里 佳

第 5 ブ ロック  第 2 5 支 部

(株)ユフクス

location 杉並区善福寺4-22-10
phone 03-3399-1692
業種：不動産賃貸業

稲 吉  さゆき
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新 入 会 員 名 簿 令和7年3月31日現在

支部 法人名 代表者名 所在地 電 話 業 種

第1ブロック

3 （株）道々楽者 佐藤　太志朗 杉並区井草3-30-3 5962-7745 写真業

3 クロンヌ・ド・ローズ 安藤　沙織 杉並区下井草5-18-17-204 飲食サービス業

4 (株)新興社 今井　隆雄 杉並区井草4-9-18 防水業

第2ブロック

6 司法書士法人あかつき総合法務事務所 小林　暁 杉並区桃井4-12-10 6356-1010 司法書士

6 Ｍｉｇｒａ合同会社 多田　潤 杉並区善福寺1-18-20 090-1555-0980 コンサルティング業

8 (株)シエルブルー 市川　祐希子 杉並区西荻北5-13-11 6765-7507 コンサルティング

8 (株)W・T・C（たまめし食堂） 坂口　志信 杉並区西荻北4-4-5 6915-0809 飲食業

8 ＨＡＭ (株) 佐藤　仁美 杉並区西荻北2-3-9-6F 6915-0941 コワーキングスペース／シェアオフィス事業

8 （株）ふうけい 田邊　泰大 杉並区西荻北2- 3- 9-6F 090-4613-1959 デザイン業

第3ブロック

11 （株）荻野屋 荻野　雅弘 所沢市糀谷1746- 1 3395-2156 食品卸売業

13 酒処いとう 伊藤　剛 杉並区天沼2-3-20-1F 6686-1857 飲食業

13 ビークリーン 安永　賢太郎 江戸川区東葛西8-32-14-102 080-4358-3836 サービス業

14 ─ 矢島　エミ子 ─ ─ ─

14 (株)山荷葉 笠井　大介 杉並区天沼3- 9-12 4400-6502 コンサルティング業

14 エコ丸信(株) 横江　眞一 武蔵村山市伊奈平2-27- 5 042-520-8881 事業系産廃収集運搬業

14 ファンカヒップダンススタジオ 安田　麻貴 杉並区清水3-9-9-101 080-3318-6398 ダンス教室

14 日本橋法律特許事務所 田中　佑佳 中央区日本橋2-1-3 3516-1811 弁護士

15 (株)暁 盧　國華 杉並区上荻2- 3- 5-2F 6913-6062 アニメーション制作業

15 (株)魚耕不動産 細田　兼作 杉並区上荻1-14-12 0422-27-8678 土地売買業

15 Ba r  E l l i e 石川　恵梨 杉並区西荻南3-7-6-B102 080-4948-7614 飲食業

15 （株）crack i n 小川　佑太 武蔵野市吉祥寺本町2-26-2-2F 090-1785-2765 IT関連

15 ソニー生命保険（株） 古川　将吾 杉並区南荻窪4-43-12-210 080-1655-5936 生命保険業
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新 入 会 員 名 簿 令和7年3月31日現在

支部 法人名 代表者名 所在地 電 話 業 種

第4ブロック

16 (株)碧匠社 鳥山　裕 杉並区西荻南2-25- 7 5941-6985 建設業

16 （有）静和商事 徐　静中 杉並区西荻南2-25-6 3331-8421 飲食業

17 フェニックスキャピタル（株） 宮嵜　桂壽 杉並区西荻南4-15-22 090-3918-9225 不動産コンサルティング

18 (株)ＪＳ（味家） 趙　聖浩 杉並区西荻南3-7-8-1F 3331-0888 飲食業

18 (株)cu re s 横川　将也 杉並区松庵3-35-19 ─ 接骨

18 (株)スリーエイトホームズ 関　寛征　 杉並区松庵3-35-18-507 5941-5887 土地売買業

19 VR IL (株) 金子　博之 杉並区久我山2-13- 5 5941-7501 不動産業

19 明治安田生命　武蔵野東営業部 佐々木　和成 武蔵野市吉祥寺南町1- 8- 1-5F 0422-76-8650 保険業

19 （株）エムズクリエイト 田中　信也 杉並区久我山1-5-2-115 ─ 内装工事

19 ─ 小林　実 ─ ─ ─

20 (株)丸井グループ 鈴木　孝一 杉並区宮前4-24-12 090-857-3479 小売業

20 (株)濱田山吉祥 三浦輝　洋之介 杉並区浜田山4-.32-12 080-5899-4777 障害児通所支援自称

20 スタジオエア 北野　容子 杉並区久我山5-15-18-201 090-1575-7077 WEBマーケティングコンサルタント

20 フィリップモリスジャパン合同会社 山口　裕二 千代田区永田町2-11- 1-22F 3509-7850 食品

20 （合同）ライズ 青木　智子 杉並区西荻北4-40- 5 090-2168-3860 不動産コンサルティング

第5ブロック

21 (一社）PEACE  INCLUS ION P IECE 南北　ちとせ 杉並区西荻北4-5-30-202 3301-1055 障害福祉

22 H.M合同会社（sa lon  M） 鴛海　舞希子 武蔵野市中町1-19-20-5F 0422-38-5151 エステサロン

23 (株)ヒサエ 諸岡　久晴 杉並区荻窪3-21-15 5397-9582 貸家業・不動産管理

23 榎本・藤本・安藤総合法律事務所 安藤　亮 港区元赤坂1-3-9-9F 3500-5300 弁護士

23 アルファ丸嶋（株）荻窪支店 小林　輝道 杉並区天沼3-3-1 5347-9101 不動産業

23 (株)  L i noa loha 三浦　里佳 杉並区上井草1-31-8-202 090-8782-0386 医療関係(リハビリ)

25 (株)Commun i t y-Ba sed 中園　和博 杉並区荻窪5-30- 6-304 4400-4808 サービス業

25 ＢＥＸ　Ｃｏｎｓｕｌｔｉｎｇ(株) 川上　正春 杉並区荻窪5-30-12-713 090-8095-1410 ITサービス

25 YOKOYAMA PLANNING 横山　泰輔 杉並区高円寺南1-6-5-903 080-4175-2903 企画・デザイン・製造仲介

25 (株)ユフクス 稲吉　さゆき 杉並区善福寺4-22-10 3399-1692 不動産賃貸業
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令
和
7
年
2
月
26
日
（
水
）「
第

1
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
者
は
法

人
会
2
階
会
議
室
11
名
、
オ
ン
ラ
イ

ン
2
名
の
参
加
で
し
た
。
矢
島
研
修

副
委
員
長
の
司
会
の
も
と
、
新
井
ブ

ロ
ッ
ク
長
よ
り
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、

研
修
会
が
ス
タ
ー
ト
。

講
師
は
株
式
会
社
ナ
ー
ツ 

代
表

取
締
役 

野
中 

栄
一 

様
を
お
迎
え

し
、「
企
業
で
使
え
る
『
C
h
a
t 

G
P
T
』
活
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を
テ
ー

マ
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
基
本

的
な
C
h
a
t 

G
P
T
の
解
説
か

ら
、
使
用
方
法
や
操
作
方
法
も
お
教

え
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

研
修
会
終
了
後
は
、
今
半
の
お
弁

当
を
食
べ
な
が
ら
、
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
加
藤
副
会
長
に
乾
杯

挨
拶
を
い
た
だ
き
、
新
井
ブ
ロ
ッ
ク
長

の
中
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
で
使
え
る『
C
h
a
t 

G
P
T
』
活
用
セ
ミ
ナ
ー 

第
1
ブ
ロ
ッ
ク 

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会

令和6年度、第1〜5ブロックの春季研修会が行われました。
今回も各ブロックの参加者からのレポートを掲載いたします。
次の研修会へ参加をご検討されている方はご参考にしてください。

［令和6年度］

各ブロックの
春季研修会レポート

第1ブロック 令和7年2月26日（水） 企業で使える『Chat GPT』活用セミナー 
第2ブロック 令和7年2月7日(金) エンディングノートを書いてみませんか？ 
第3ブロック 令和7年2月18日（火） 報道番組ができるまで～『サンデーモーニング 』の裏側～ 
第４ブロック 令和７年２月２０日（木） 『落語と江戸の庶民の暮らし』
第5ブロック 令和7年2月17日（月） 昨今の葬儀事情～社葬から家族葬のポイント～ 

BLOCK
REPORT

SPRING
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令
和
7
年
2
月
18
日
（
火
）「
第

3
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会
」
が
25

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

江
島
ブ
ロ
ッ
ク
会
計
の
司
会
の
も

と
、
矢
澤
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
い
よ
い
よ
研
修
会
が

ス
タ
ー
ト
で
す
。

講
師
は
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・

B
O
O
K 

C
A
F
É
+
B
A
R 

C
O
T
O
C
O
T
O
の
橋
谷 

能
理

子
様
を
お
迎
え
し
、「
報
道
番
組
が

で
き
る
ま
で
～
『
サ
ン
デ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
』
の
裏
側
～
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
写
真
を
交
え
な
が

ら
、
当
時
の
報
道
番
組
の
裏
話
、

思
い
出
話
や
今
だ
か
ら
話
せ
る
お

話
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

研
修
会
後
に
は
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
、
長
田
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
乾
杯

の
挨
拶
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、

リ
ス
ト
ラ
ン
テ
ド
ラ
マ
テ
ィ
コ
様
の

美
味
し
い
お
料
理
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。
最
後
に
岡
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
に

中
締
め
を
し
て
い
た
だ
き
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。

報
道
番
組
が
で
き
る
ま
で
～『
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ
ン
グ
』の
裏
側
～ 

第
3
ブ
ロ
ッ
ク

第
3
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会

令
和
7
年
2
月
7
日
(金
)に
第
2

ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会
を
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書

い
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
で
、
フ
コ
ク

し
ん
ら
い
生
命
保
険
株
式
会
社
の
丸

山
浩
さ
ま
を
お
招
き
し
、
実
際
に
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
に
は
「
財
産
」「
友
人
情
報
」

「
葬
儀
」「
介
護
や
告
知
事
項
」
な
ど

沢
山
記
入
で
き
る
項
目
が
あ
り
、
わ

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。〝
親
の
相
続
の
時
に

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
が
あ
れ
ば
手

続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
の
に
な

あ
〟 〝
早
速
明
日
か
ら
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
書
こ
う
〟
な
ど
の
お
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
法
人
会
の

皆
様
と
西
武
信
用
金
庫
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
担
当
・
暮
ら
す
メ
イ
ト
担
当

で
懇
談
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
記
入
し
て
お

き
た
い
事
で
盛
り
上
が
り
、
各
々
の

相
続
の
経
験
談
、
相
続
税
や
法
人

税
、
ま
た
保
険
の
話
題
も
で
て
き
て
、

情
報
交
換
が
で
き
有
意
義
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

次
回
の
研
修
会
も
是
非
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

西
武
信
用
金
庫 

杉
並
営
業
部

暮
ら
す
メ
イ
ト
担
当 

森
梢

第
2
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会
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令
和
7
年
2
月
20
日
（
木
）
に
第
4

ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会
が
法
人
会
2
階

会
議
室
に
於
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
師
は
、
落
語
家
の
昔
々
亭

慎
太
郎
（
せ
き
せ
き
て
い
し
ん
た
ろ
う
）

師
匠
で
す
。
師
匠
は
、
杉
並
で
生
ま
れ

て
杉
並
で
育
ち
杉
並
公
会
堂
で
定
期
的

に
落
語
会
を
開
催
さ
れ
て
い
る
地
元
の

落
語
家
で
す
。

江
戸
時
代
の
庶
民
が
ど
の
様
な
生
活

を
し
て
い
た
の
か
、
資
料
を
元
に
詳
し

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

先
ず
は
江
戸
の
庶
民
が
住
ん
で
い
た

長
屋
に
つ
い
て
で
す
。
6
帖
ほ
ど
の
広

さ
の
中
に
、
1
帖
半
の
玄
関
土
間
と

か
ま
ど
が
あ
っ
て
、
残
り
の
4
・
5
帖

が
畳
の
部
分
と
い
う
驚
き
の
狭
さ
で
生

活
を
し
て
い
ま
し
た
。
布
団
を
畳
め
ば

生
活
の
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
暮
ら
し
が
で
き
る
の
で
す
。
ト
イ

レ
は
長
屋
の
離
れ
の
共
同
ト
イ
レ
を
使

い
、お
風
呂
は
銭
湯
に
通
う
生
活
で
す
。

時
代
劇
で
良
く
見
る
光
景
で
す
が
、
そ

こ
で
の
生
活
に
つ
い
て
解
説
が
あ
る
と

「
な
る
ほ
ど
合
理
的
に
作
ら
れ
た
環
境

だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
時
刻
に
つ
い
て
で
す
。
時
計
が

無
い
時
代
で
す
の
で
、
日
の
出
と
日
の

入
り
を
基
準
に
昼
夜
を
そ
れ
ぞ
れ
6
等

分
し
て
、
干
支
や
数
字
で
表
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
他
い
く
つ
か
の
江
戸
の
習

慣
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た
後
は
、
時

刻
に
関
わ
る
落
語
の
『
時
そ
ば
』
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
解
説
を
聞
い
た
後
の

落
語
は
、
よ
り
深
く
楽
し
め
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
時
間
で
は
、
例
年
よ
り

も
質
問
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た
で
す
。

会
員
交
流
会
で
は
『
う
ち
の
会
社
で

落
語
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
』
と
言
う
声

も
聞
こ
え
て
来
て
、
地
元
で
活
動
し
て

い
る
同
士
の
交
流
が
深
ま
っ
た
と
感
じ

ま
し
た
。

落
語
と
江
戸
の
庶
民
の
暮
ら
し

第
4
ブ
ロ
ッ
ク 

ブ
ロ
ッ
ク
長 

中
川 

一

第
4
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会

令
和
7
年
2
月
17
日
（
月
）、
法
人

会
2
階
会
議
室
に
て
「
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

春
季
研
修
会
」
が
32
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
株
式
会
社
グ

ラ
ン
デ
ィ
メ
モ
リ
ー 

木
野
島
光
美
様

を
講
師
に
お
招
き
し
、「
昨
今
の
葬
儀

事
情
～
社
葬
か
ら
家
族
葬
の
ポ
イ
ン
ト

～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
た
「
家
族
葬
」
か

ら
「
社
葬
」
等
、
様
々
な
葬
儀
形
式
で

の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
す
べ
き
点
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
又
、
意
外
と
知
ら
な
い
香
典

袋
の
出
し
方
や
お
札
の
向
き
等
の
マ
ナ

ー
に
つ
い
て
も
お
教
え
い
た
だ
き
ま
し

た
。
具
体
的
に
著
名
な
方
々
の
葬
儀
の

お
話
も
し
て
い
た
だ
き
、
皆
様
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
は
、
会
員
交
流
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
嶋
会
計
監
査
の

乾
杯
で
は
じ
ま
り
、イ
タ
リ
ア
料
理「
リ

ス
ト
ラ
ン
テ
・
ド
ラ
マ
テ
ィ
コ
」
の
料

理
を
肴
に
会
員
の
皆
様
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
に
田
辺

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
中
締
め
で
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

昨
今
の
葬
儀
事
情
～
社
葬
か
ら
家
族
葬
の
ポ
イ
ン
ト
～ 

第
5
ブ
ロ
ッ
ク

第
5
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研
修
会
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日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひとつにe-Tax普及推進がござ
います。当法人会では会員企業の70％利用を目標に掲げております。この目標を達成するためには会員皆さま方の多大なご理解と同時に税理士先生方の
ご協力が必要不可欠と考えております。そこで当委員会では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しております。
質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なっていただけるか？」更に依頼どおり行うとご回答いただいた先生方

に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発したところ86名の先生方より快く承諾をいただきました。この
ように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組んでおられます。そこで会員企業の皆さまにひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、
うちの会社次の決算は電子申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？
顧客である会員企業と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展していくと思います。何卒皆さま

方の尚一層のご理解とご協力をお願いいたします。	 税制委員会（e-Tax担当）

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e-Tax推進税理士事務所について

地域 氏名 住所 事務所連絡先

西荻南 河野修兵 西荻南2-9-13 5336-6457
中田哲也 西荻南2-19-10美光ビル2階 5941-5690
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333-4868
内山千枝 西荻南3-8-16-902 3334-5021
佐山政雄 西荻南3-9-11-501 3333-0221
千葉繁樹 西荻南3-18-14松本ビル2階 050-5527-4372
飯沼英男 西荻南4-8-11 5941-8618

久我山 小島孝子 久我山2-7-25-205 090-6854-2140
小松原英二 久我山5-7-8 3333-9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370-8518
新出小百合 久我山5-30-21-302 6327-4282
新江洋子 久我山5-36-22-201 3335-7425

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334-1305
小松原伸元 宮前4-31-1 5941-9239
小松原英雄 宮前5-7-19 3331-3266
稲澤聡 宮前5-10-5 3247-7194

荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397-8026
永井敏雄 荻窪2-27-11 5397-6115
尾﨑正俊 荻窪3-47-15第3野村ビル300号 3392-1101
望月英仁 荻窪4-6-24-201 5347-2945
黒岩民子 荻窪4-12-12　ISHIIレジデンス201 6795-5216
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394-1123

岩崎智香子 荻窪4-32-25
ニューキャッスル荻窪301号 3392-1198

釜谷彰一 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6006
塩谷治道 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6003
西村克彦 荻窪5-11-17荻窪第二和光ビル6階 6383-6002
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398-8812
山﨑厚税理士事務所 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 6699-1758
山田真治 荻窪5-13-9-402 080-9891-4783
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393-2671
池田幸弘 荻窪5-16-14カパラビル8階 5335-7981
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347-9930
大島康司 荻窪5-22-12戸田ビル205 5335-7465
税理士法人茂木会計事務所 荻窪5-25-6 3393-0211
青葉総合税理士法人 荻窪5-26-9コスモＹビル5Ｆ 3398-0523
大澤栄子 荻窪5-26-9シェモア荻窪参番舘404 6276-9015
武井成浩 荻窪5-26-9シェモア荻窪参番舘904 6765-6376
熊澤眞理子 荻窪5-29-10 本橋ビル305号室 6915-1807
税理士法人あかいけい 荻窪5-30-12グローリア荻窪705 5292-5377

松庵 税理士法人河合会計事務所杉並事務所 松庵2-17-7 6362-3630
大槻一弘 松庵3-38-20 KURA松庵305 6795-8420

地域 氏名 住所 事務所連絡先

井草 堀真由美 井草2-11-9エスト・メゾネット105 3397-6652
山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310-3228

上井草 竹田雄輔 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-105 6913-8665
久保木浩志 上井草3-31-23 堀野ビル201 5303-4823

下井草 税理士法人稲村会計事務所 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382-2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397-5118
田子周一 下井草4-33-12 3395-3343

今川 中村行雄 今川3-8-4 3399-3976
小林滋子 今川3-30-7 5938-5100

桃井 古賀雄子 桃井3-6-1-1401 6765-2388
西荻北 下島聡司 西荻北2-3-9トラストビル5F 6454-7471

馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394-5922
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301-5101
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303-6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423-0566
梅林邦彦 西荻北3-14-9 3395-0211
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399-0180
荒谷美佳 西荻北3-31-13-503号 5303-5781
青木秀壽 西荻北4-33-17 3390-4313

上荻 フォーライフ税理士法人 上荻1-5-2コロナビル6階 3391-6309
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391-5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391-1044
今村千恵子 上荻1-18-12春木家ビル 6915-1303
永井久美子 上荻1-18-12上荻寿ビル3階 5347-5358
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393-7571
コンパスみらい税理士法人 上荻1-21-23 3392-5555
小島麻里 上荻1-23-19東神荻窪ビル4F 6913-0520
藤村茂 上荻2-19-18RKII2階 6231-1701
小澤俊夫 上荻2-19-18RKII2階 3391-8731
森田光雄 上荻2-19-18RKII2階 6874-7851
和田実 上荻4-19-22-603 3395-1131
岡田茂 上荻4-23-9 3395-3111

本天沼 小野寺誠税理士事務所 本天沼2-41-8 5303-1680
清水 黒川えり 清水1-14-5-302 090-8479-0152
南荻窪 永井克宏 南荻窪4-7-9 6317-7249
天沼 桑山務 天沼1-2-3 3398-1316

鯉渕洋行 天沼1-11-13 090-8039-4867
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392-5455
池上資産会計事務所 天沼1-41-6 5932-5128
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794-7334
石澤潔 天沼3-12-19 3398-4910
加藤俊也 天沼3-16-11-202 6795-6800
井上仁 天沼3-27-2荻窪MTビル1階 3392-4177
阿部俊郎 天沼3-32-4フラット荻窪105 080-7111-5295

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略）	 令和7年3月19日現在
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令和7年3月14日（金）に研修委員会主催「春季特別講演会」が杉並公会堂大ホールに於いて開催されました。
ご講師には元プロ卓球選手の水谷 隼 氏をお招きし、「打ち返す力」というテーマでご講演いただいた。
開始前から長蛇の待機列ができるほどの多くの方がお越しになり、会場は632名のお客様で埋め尽くされました。

打ち返す力
令 和 6 年 度  荻 窪 法 人 会  春 季 特 別 講 演 会

講師：

水 谷  隼
元プロ卓球選手

日
本
卓
球
界
史
上
初
の

金
メ
ダ
ル
獲
得
ま
で

　
水
谷
隼
氏
は
5
歳
か
ら
卓
球
を
始
め
、
約

27
年
間
競
技
を
続
け
て
き
た
。
彼
が
初
出
場
し

た
2
0
0
6
年
の
世
界
卓
球
団
体
戦
で
は
個

人
成
績
が
全
敗
で
、
日
本
チ
ー
ム
は
史
上
ワ
ー

ス
ト
の
14
位
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
10
年
間
に
渡
り
、
卓
球
界
は
大
き
く

変
化
し
た
。
水
谷
氏
は
14
歳
で
ド
イ
ツ
、
19
歳

で
中
国
リ
ー
グ
へ
渡
り
、
24
歳
か
ら
は
ロ
シ
ア
や

マ
レ
ー
シ
ア
リ
ー
グ
に
も
挑
戦
す
る
な
ど
、
他

の
選
手
が
選
ば
な
い
厳
し
い
環
境
に
自
ら
を
置

き
、
徹
底
し
た
強
化
に
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
特
に
転
機
と
な
っ
た
の
は
2
0
1
2
年
ロ
ン

ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
ス
ラ
ン
プ
で
あ
り
、
ス

ポ
ン
サ
ー
や
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
離
れ
る
苦
し

い
時
期
を
経
験
。
し
か
し
、
そ
の
際
に
「
今

1
人
で
頑
張
れ
ば
、
そ
の
手
柄
は
す
べ
て
自

分
の
も
の
に
な
る
」
と
い
う
社
長
の
言
葉
に

奮
起
し
、
自
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
コ
ー
チ
を
雇
う

な
ど
独
自
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
結
果
、

2
0
1
6
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
日
本
卓
球
史
上
初
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
。
さ
ら
に
2
0
2
1
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
中
国
ペ
ア
を
破

り
、
日
本
卓
球
界
史
上
初
の
金
メ
ダ
ル
獲
得
に

成
功
し
ま
し
た
。
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緊
張
へ
の
対
処
法

　
水
谷
氏
は
、
緊
張
し
な
い
人
間
は
い
な
い
と

断
言
し
、「
緊
張
し
た
状
態
で
出
せ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
こ
そ
が
本
当
の
実
力
で
あ
る
」
と
強
調

し
て
い
る
。
緊
張
へ
の
対
処
法
と
し
て
彼
が
挙

げ
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

　
一
つ
目
は
、「
ど
ん
な
環
境
で
も
当
た
り
前

の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
自
信
を
つ
け
る

こ
と
」
で
、
そ
の
た
め
に
は
反
復
練
習
が
必
要

だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
二
つ
目
は
、「
想
定
外
の
事
態
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
経
験
を
積
む
こ
と
」
で
あ
る
。
焦
ら

ず
冷
静
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
経
験

を
積
み
、
自
分
を
厳
し
い
環
境
に
置
く
勇
気
が

必
要
と
語
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
緊
張
の
中
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

上
げ
る
に
は
、
練
習
に
よ
る
自
信
と
経
験
に

裏
付
け
ら
れ
た
冷
静
な
対
応
力
が
欠
か
せ
な

い
と
し
ま
し
た
。

卓
球
技
術
に
関
す
る

具
体
的
な
質
問
と
返
答

　
講
演
後
に
行
わ
れ
た
卓
球
の
体
験
イ
ベン
ト

で
は
、
水
谷
氏
が
自
身
の
サ
ー
ビ
ス
（
サ
ー
ブ
）

の
技
術
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
水
谷
氏
の
サ
ー
ブ
は
非
常
に
強
烈
な
回
転

が
か
か
っ
て
お
り
、
ボ
ー
ル
が
大
き
く
曲
が
る
た

め
、
一
般
参
加
者
に
と
っ
て
は
返
す
の
も
困
難

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
サ
ー
ブ
の
返
し
方
に
つ
い
て
具
体
的
な
質
問

が
あ
り
、
水
谷
氏
は
「
回
転
に
応
じ
て
角
度
を

調
整
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
通
常
通

り
ボ
ー
ル
に
当
て
る
と
観
客
席
の
方
向
へ
飛
ぶ
た

め
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
角
度
を
調
整
し
、
回
転
を
考

慮
し
た
対
応
が
必
要
だ
と
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
実
際
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
ラ
ケ
ッ
ト
の

角
度
を
調
整
し
た
参
加
者
が
見
事
に
サ
ー
ビ
ス

を
返
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
成
功
例
も
紹
介

さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
技
術
に
関
す
る
質
問
に
対
し

水
谷
氏
は
実
践
的
な
指
導
を
行
い
、
具
体
的

な
技
術
ア
ド
バ
イ
ス
を
明
確
に
示
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

令 和 6 年 度  荻 窪 法 人 会  特 別 講 演 会 「 打 ち 返 す 力 」 講 師 ：水 谷  隼 （ 元 プロ 卓 球 選 手 ）
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税制委員会より
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おもな改正の概要は次の通りです。
（１）	 物価上昇面における税負担の調整及び就業面への対応
（２）	 老後に向けた資産形成の支援
（３）	 子育て支援に関する政策税制
（４）	 地域経済を支える中小企業の取り組みを後押しする税制
（５）	 スタートアップへの投資促進や「資産運用立国」の実現に向けた環境
整備
（６）	 防衛力強化に係る財源確保のための税制措置
（７）	 新たな国際ルールへの対応
（８）	 外国人旅行者向けの免税制度の見直し

（１）については、二つの視点から所得税の改正がおこなわれます。一つ目は
「物価上昇への対応」。
二つ目は「人手不足の状況下におけるパート・アルバイトの就業調整への対
応」です。具体的には、「基礎控除の引き上げ」「給与所得控除の最低保
証額の引き上げ」「特定扶養控除の見直し・特別控除の創設等」が実施さ
れます。
（２）については、老後資産形成のための「DC・ｉｄｅｃｏ等」について、①
拠出時における「限度金額の引き上げ」、②受給時における「退職所得控除の調整規定の見直し」です。
（３）は、子育て世代向けの「住宅ローン控除の限度額拡充」「リフォーム税制の拡充」「生命保険料控除の限度額拡充」です。
（４）について、「軽減税率の特例（１５％）の二年延長」と「事業承継税制の特例措置における役員就任要件の見直し」があります。
（６）について、「防衛特別法人税の新設」がありますが、中小企業では課税所得２，４００万円まで課されないこと、全法人の９４％が対象外
となる見込みのため、大きな影響はないと考えられています。

次の４つのポイントで講演がありました。
（１）	企業行動と法人税の議論
（２）	税と社会保険の一体改革の必要性
（３）	トランプ政権とデジタル課税
（４）	ＳＮＳとファクトチェック

（１）について：過去の法人税改革によって、税率の引き下げ、課税ベースの拡
大から税収は増加し、２０２５年予算は過去最高となる見込みだが、企業では、
諸外国と比較して平均賃金は上昇していないこと、国内投資よりも海外投資が
増えている特徴がある。
（２）について：税負担だけでなく社会保障負担（税＋社会保険料）で比較し
た場合、主要国９か国では第３位の高負担である。社会保険料は「受益と負担が結びついている気がする」ため、税より上げやすい特徴があるが、
実際には「子供・子育て支援金」などにも利用されることから実際には結びついていない。また、社会保険料と税の比較で検討した場合、社会保
険料の事業主負担分は転嫁しにくくコスト増となり、税と異なり国境調整がないため、企業の国際競争力を減少させてしまう。デジタルセーフティーネッ
トや英国のユニバーサルクレジットなどを参考に改革をおこなうべき。
（３）について：「欧州のデジタル・サービス・タックス（ＤＳＴ）の恒常化と貿易戦争」と「米国内のデジタル広告税の導入論」の内容とわが国の
方向性についての内容でした。
（４）について：（選挙時におけるＳＮＳでの多くの議論について）「ファクトチェックのできる独立財政機関の必要性」と「財政に関する国民と経済学
者の意識の相違」の内容でした。

【おわりに】法人会では、税に関する要望を募集しています。中小企業の経営者の視点から、多くのご要望をお寄せください。法人会では、税に
関する要望をとりまとめ税制改正の要望を行う活動を続けています。

税制委員会では、法人会員の税に関する要望をまとめて、夏の全国大会で税制改正要望を国に要望し、冬の税制セミナーにて、税制改正案
を通して、税制改正の方向性を学ぶ活動をしてきます。
今回は、令和７年２月５日に開催された税制セミナーの様子をご紹介します。

全法連 税制セミナー参加のご報告 税理士　小林誉光令和7年

〈第一講座〉「令和７年税制改正について」
【講師】財務省 主税局 田原芳幸氏

〈第二講座〉
【講師】公益財団法人 東京財団政策研究所  研究主幹 森信茂樹氏
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支部・ブロック・委員会・部会からの報告
厚生事業委員会

令和6年度 健康セミナー 厚生事業委員会

猫背解消! 肩こり腰痛改善

厚生事業委員会

日帰りバス研修会 厚生事業委員会

交流も深める事のできる楽しい研修会

　令和7年2月3日（月）午後6時から厚生事業委員会主催「令和6年度 健康セミナー」がタウンセブンホールA・Bに於いて27名の参加で開催
されました。
　今回のテーマは「猫背解消！肩こり腰痛改善！～春に向けて身体を目覚めさせよう！～」という事で、ヴィムスポーツアベニュウの庄野様を講師に
お迎えし研修会を行っていただきました。
　実際に椅子に座ったり立ったりしながら、ストレッチや柔軟を行い、また途中では参加者の方と輪になり頭と体を使うような運動もあり、大変
楽しく体を動かす事ができました。庄野先生は明るくユーモアのある方で、とても楽しい研修会でした。

令和7年3月6日（木）に厚生事業委員会主催の「日帰り
バス研修会」が61名の参加で開催されました。
　朝8時に杉並公会堂を出発し、最初に向かうのは海ほ
たる。海ほたるでは1時間ほど時間があり、天気も良いの
で全員集合で外での記念撮影をし、思い思いに時間を
過ごしました。その後、舘山にある「漁師料理たてやま」
で浜焼きバイキングだったのですが、牡蠣、貝や海鮮丼
などをお腹いっぱいに食べ、大満足でした。次は「舘山

いちご狩りセンター」でいちご狩りをしたのですが、私は60個食べました！笑。他の皆様はだいたい15個前後、多くて30個の方もいらっしゃいまし
たが、私は食べすぎました。小さく赤いいちごを無心で食べていたのですが、最後個数を数えたら58個だったので、追加で2個食べて60個で切り
よく終了としましたが、ガイドさんにも60個は驚かれました。最後に「はちみつ工房」に立ち寄り、ワインの試飲やお土産を買ったり、アイスクリー
ムを食べたり（ここのアイスクリームはクリーミーで美味しく、上にハチミツをたっぷりかけてくれて最高でした）、とても楽しい時間となりました。
皆さまと交流も深める事のできる楽しい研修会となりました。

源泉部会

社会保険労務に関する研修会 源泉部会

社員の定着・育成に向けた人事制度の作り方

令和7年2月19日（水）に源泉部会主催「社会保険労務に関する研修会」が法人会2階会議室
7名、オンライン8名の参加で開催されました。

講師は社会保険労務士SMARTコンサルティング事務所の特定社会保険労務士 金築様をお迎え
し、「社員の定着・育成に向けた人事制度の作り方」についてお話いただきました。給与制度、人
事評価制度、昇給制度、賞与制度、教育計画、人事年間計画や上司の関わり方の重要性につい
て、具体例を交えながら分かりやすくお教えいただきました。今一度、自分自身の状況を確認する為
にも大変勉強になるお話ばかりで、質疑応答の際にも多くの質問があり、有意義な時間となりました。
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支部・ブロック・委員会・部会からの報告
第3ブロック

第3ブロック・支部合同花見大会 第3ブロック

綺麗な桜を見ながら楽しい一時

第4ブロック

第4ブロックお花見の会 第4ブロック長　中川一

大盛況の『お花見の会』

令和7年3月30日（日）善福寺公園に於いて「第3ブロック・支部合同花見大会」が15名の参加で開催されました。
今年は桜も綺麗に咲き始めており八分咲きくらいで、天気も良く、雲の影から太陽が出てくると半そででも良いくらい暑くなっていました。綺麗な

桜を見ながら楽しい一時となりました。

令和7年3月30日（日）に今年も恒例の『お花見の会』
が、久我山の神田川沿いにあるシーダー HATAをお借りし
て開催されました。この会場は多目的ホールで、室内から
も桜が見えます。屋外スペースもあり、鉄板焼き料理も出
せます。桜は満開で天気も良く、花見としては最高のコン
ディションでした。

参加者はお子さんを含めて66名です。私もこれほど多く
の方が来てくださるとは

予想していませんでした。慌てて料理と飲み物を追加しました。秦副ブロック長の乾杯でスタートです。仕出し
屋から取寄せた料理の他、参加者持ち寄りの料理と酒類を皆で楽しみました。日本酒や焼酎、地ビールのサー
バー、オードブルから肉料理、刺身や寿司、豚汁、中華もあれば、デザートのケーキ、自家製のキュウリ漬け
等々盛りだくさん。初めて参加された方は、料理と飲み物の種類と量の多さに驚いていました。「料理が美味い、
酒が旨い」と皆さんから高評価の声が聞こえてきました。岸本杉並区長や各議会の議員さん達の参加もあって、
賑やかで活気のあるお花見会になりました。最後に中原副ブロック長の一本締めでお開きとなりました。

楽しんでいる皆さんを見て、来年も同じようにお花見の会を開催できたらと思いました。
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柴田会長　国税庁長官表彰　受彰祝賀会

令和7年3月24日（月）、荻窪タウンセブン8階タウンセブンホールにて柴田会長の「国税庁長官表彰 受彰祝賀会」が開催されました。
当日は、ご来賓として荻窪税務署 山田税務署長をはじめ税務署幹部の皆様や、東法連第4ブロック各単位会の会長の皆様を含め、総

勢95名もの大勢の方にご参加いただきました。
司会は江島女性部会長、田中副会長の開会の辞ではじまり、小竹名誉会長や山田税務署長よりご祝辞をいただき、山下監事より花束

贈呈を行いました。
懇親会は加藤副会長の乾杯挨拶ではじまりました。祝賀会当日は柴田会長のお誕生日という事もあり、お誕生日ケーキのサプライズも

行われ、和気あいあいとした受彰祝賀会となりました。最後は、志村副会長の閉会の辞で散会となりました。
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